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、彪文書は、保存婦を過ぎて廃寮しているたl 情事展開示請求に し福島県南保健 

祉事務所が不開示 と決定した通知蕾　　　　　　　一一鵡l 

汚染測定関連、「伝承館」の議論など・・

「貴重な資産活用進める責任ある」

で宣、言寒
こ　だ山

オせ年の闘采に本　　交
l　る前F機年売部こを
夕のに35の度り　のの重

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら

間
も
な
く
十
年
を
迎
え
る
。
重
要
な
の

は
被
災
状
況
や
行
政
の
対
応
を
丁
寧
に

振
り
返
り
、
浮
か
び
上
が
っ
た
課
題
を

教
訓
に
す
る
こ
と
。
た
だ
、
記
者
の
体

験
か
ら
は
、
事
実
関
係
の
把
握
で
重
要

な
手
掛
か
り
に
な
る
文
書
の
管
理
に
つ

い
て
福
島
県
は
雑
な
印
象
が
ぬ
ぐ
え
な

い
。
過
去
か
ら
学
び
、
教
訓
を
ど
う
伝

え
る
か
、
改
め
て
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
　
　
　
　
　
（
桐
原
崇
仁
）

県
の
文
書

保
管
「
お
達
し
」
出
て
た
の
に

福
島
県
内
部
で
は
早
い
時
期
か

ら
、
事
故
当
時
の
文
書
管
理
に
関

す
る
「
お
達
し
」
が
出
て
い
た
。

二
〇
一
二
年
三
月
に
災
害
対
策
本

部
事
務
局
長
名
で
「
確
実
な
保
管

を
お
願
い
す
る
」
と
各
部
局
に
要

請
が
あ
り
、
一
四
年
十
月
に
は
文

書
法
務
課
長
名
で
「
保
管
期
間
満

了
後
も
即
時
に
廃
棄
せ
ず
、
当
分

の
問
は
保
管
を
」
と
周
知
さ
れ

た。
し
か
し
、
適
切
な
文
書
管
理
が

徹
底
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
疑

問
に
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
記
者

は
以
前
、
発
災
直
後
に
県
が
避
難

者
向
け
に
行
っ
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
（
体
表
面
汚
染
測
定
）
を
検
証

す
る
た
め
、
実
動
を
担
っ
た
各
保

健
福
祉
事
務
所
に
関
連
文
書
を
情

報
開
示
請
求
し
た
。

首
を
か
し
げ
た
く
な
っ
た
の

は
、
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
（
白

河
市
）
が
出
し
た
不
開
示
決
定
だ

っ
た
。
「
開
示
で
き
る
文
書
は
な

い
」
と
の
判
断
で
、
通
知
書
に

「
保
存
期
限
を
過
ぎ
て
廃
棄
し
て

い
る
た
め
」
と
理
由
が
記
さ
れ
て

い
た
。
汚
染
の
程
度
を
調
べ
る
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
県
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
あ
る
代
表
的
な
避
難
者
対

応
だ
っ
た
。
県
文
書
法
務
課
の
浅

倉
孝
総
括
主
幹
は
「
関
連
文
書
は

長
期
保
管
の
対
象
に
な
る
」
と
語

る。
と
こ
ろ
が
廃
棄
の
理
由
を
同
事

務
所
に
尋
ね
る
と
、
「
手
書
き
の

集
計
表
や
そ
の
清
書
の
よ
う
な
一

覧
表
が
数
枚
残
っ
て
い
た
」
と
話

し
だ
が
、
正
規
の
記
録
票
の
ほ

か
、
県
庁
か
ら
の
指
示
や
、
具
体

的
な
作
業
実
績
を
記
し
た
文
書
は

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
同
事
務
所

の
戸
井
田
光
洋
・
総
務
企
画
課
長

は
「
一
連
の
文
書
が
存
在
し
て
い

た
の
か
、
あ
っ
た
け
ど
廃
棄
し
た

の
か
分
か
ら
な
い
。
か
な
り
前
の

話
な
の
で
…
」
と
釈
明
し
た
。

他
の
複
数
の
保
健
福
祉
事
務
所

も
、
情
報
開
示
請
求
に
「
保
有
し

て
い
な
い
」
と
の
理
由
で
不
開
未

決
定
を
出
し
た
。

ず
さ
ん
な
文
書
管
理
で
思
い
出

さ
れ
る
の
が
、
緊
急
時
迅
速
放
射

能
影
響
予
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
（
S
P
E
E
D
I
）
に
関
す

る
問
題
だ
。
発
災
直
後
の
一
一
年

三
月
十
二
日
深
夜
か
ら
十
六
日
朝

に
か
け
、
県
は
S
P
E
E
D
I
の

試
算
結
果
を
国
側
か
ら
メ
ー
ル
で

受
け
取
り
な
が
ら
避
難
に
役
立
て

る
こ
と
な
く
、
大
半
を
消
去
し
て

し
ま
っ
た
。
受
信
容
量
を
確
保
し

よ
う
と
デ
ー
タ
を
整
理
す
る
中

で
、
重
要
な
メ
ー
ル
も
削
除
し

た。

最
近
で
言
え
ば
、
県
の
施
設

「
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害

伝
承
館
」
　
（
双
葉
町
）
の
件
が
あ

る
。
九
月
の
開
館
を
前
に
、
県
は

展
示
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

す
六
回
の
検
討
会
の
議
論
を
録
音

し
な
が
ら
、
議
事
概
要
の
作
成
後

に
「
用
済
み
」
と
し
て
消
去
し
て

い
る
。
議
事
概
要
は
一
部
で
発
言

者
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
不

備
が
あ
る
の
に
、
音
声
が
残
っ
て

い
な
い
た
め
確
認
で
き
な
く
な
っ

た。
N
P
O
法
人
「
情
報
公
開
ク
リ

ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
」
　
（
東
京
都
新

宿
区
）
の
三
木
由
希
子
理
事
長
は

「
事
故
直
後
の
文
書
は
整
理
さ
れ

な
い
ま
ま
書
庫
に
眠
り
、
分
類
が

行
き
届
い
て
い
な
い
と
思
う
。
だ

か
ら
『
こ
の
文
書
が
欲
し
い
』
と

外
部
か
ら
言
わ
れ
て
も
、
ぱ
っ
と

探
し
出
せ
な
い
の
だ
ろ
う
」
と
み

る。
さ
ら
に
「
県
の
職
員
は
日
々
の

仕
事
に
追
わ
れ
、
文
書
の
整
理
ま

で
手
が
回
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
当
時
の
文
書
は
日

本
社
会
に
と
っ
て
貴
重
な
資
産
。

福
島
県
は
、
そ
れ
ら
の
保
管
や
活

用
を
進
め
る
責
任
が
あ
る
は
ず
」

と
述
べ
、
適
切
な
文
書
管
理
を
求

めた。

は
自
分

何を」
捨
て
る
寵
児

年
が
経

向
き
の

く
前
例

に
大
き

閏
や
各

り
、
日

よ
う
誘


